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2025年 7 月 5日 週間祈りカード 

△産業宣教/第 12 次世界公務員宣教大会/金土日時代のやぐら 23 

5000 種族を生かす産業宣教(使 8:26-40) 

△RT と TCK 伝道学/第 12 次世界公務員宣教大会/三つの庭のモデル 23 

レムナントの公務員準備(創 39:1-6) 

△核心/第 12 次世界公務員宣教大会 

公務員宣教の三つの奥義(ロマ 16:25-27) 

□序論 

私たちすべてが皆そうすべきだが、特に公務員は三つのことをいつも

覚えなければならない。 

目に見えないやぐらがあってこそ、目に見えない旅程を進むことがで

きる。目に見えるやぐらも癒やしと矯導側に作ることができる。中毒

（依存症）の人、精神疾患者、病んでいる人が多い。そこに目立つよ

うに入り込んでもかまわない。公務員が一番宣教しやすい。弟子だけ

見つければ良い。それゆえ、皆さんは現場宣教師で、現場癒やし者だ。 

産業人は５千種族を生かす最も重要な道が公務員だという事実に目

を開いて祈る必要がある。 

□本論_どのように? 

1.RT – TCK、CCK、NCK 

５千種族の TCK、完全に困難の中にいる CCK、完全に文化圏の外に

いる NCK を見つけに私たちが入り込むのだ。 

2.公務員の子ども 

レムナント大会のときに招待したオセアニア州の島国のレムナン

トは、ほとんどみな公務員の子どもだ。 

3.政治家の子ども 

政治家の子ども、簡単に入り込むことができる。 

4.教師、教授の子ども 

５千種族の教師、教授の子どもはとても難しい。それゆえ、私たち

が手だけ差し伸べればその人々が生かされる。公務員が５千種族

を生かす道で、最も正確に答えを出す道だ。 

5.医療宣教 

医療宣教がものすごい影響を与えることができる。それゆえ、神

様は医師ルカを用いられたのだ。医師ルカは国家公務員であるテ

オフィロに会った。使徒の働きはルカがテオフィロに書いた手紙

であるためだ。 

□結論_ひとり 

５千種族を生かすには数ではない。ひとりだ。 

聖書で用いられた弟子の特徴 

1.福音と 2.聖霊の満たしの祈りの奥義を持っていた。 

3.癒やし(時代-問題癒やし) 

そして、必ず癒やしが起こった。病気の癒やしだけでなく、その国

に行って問題を癒やした。 

△そうすると、このような答えが起こるだろう。 

隠れたやぐらとして光を持っているので、暗闇の中にいる人々は

光を見て来る。イエスを信じるという理由で迫害を受けるなら、

それは確認しているのだ。目に見える癒やしは、ほかの公務員に

は絶対不可能だ。霊的問題を持った者、中毒（依存症）の人は、福

音を持った者だけが癒やすことができる。今後、海外宣教チーム

が動けば公務員宣教局で必ず私たちが会える公務員がいないか

(弟子)確認しなければならない。集会の時に招待してみるのも良

い。神様の働きはどのように起こるかだれも分からない。 

□序論_祈りの奥義 

1.一般レムナントは 3 集中、朝に力

を受けて、その力で昼にすべてを

確認、夜に 300%準備、編集、設

計、デザインを続けること 

2.特別な分野のレムナントは、私が

必ずすべき、ただ、その現場にほ

かの人に必ず必要な唯一性、これ

から必ず必要な再創造の実力をあ

らかじめ持って行かなければなら

ない。 

3.使命者-祈りですべての生活を動か

すことができる必要がある。 

 

□本論_証拠 

1.創 37:1-11、創 39:1-6、創 40:1-

3、創 41:1-38、創 45:1-5ヨセフ

は世界福音化を見るほど祈った。

未信者が主がともにおられること

を見て、祈りの力ですべてに勝

ち、王の前でも主が教えてくださ

ると話し、兄たちにも神様がされ

たと言った。 

2.出 2:1-10、出 3:1-20、出 5:1-

12:46母親がモーセに植えた契約

が成就して、10 の奇跡でエジプト

のすべての暗闇文化を倒した。 

3.Iサム 6:1-13、Iサム 17:1-

47、4:1-5、I歴 29:10-14 

「この日以来」ダビデがゴ

リヤテに勝って、一千のや

ぐらと世界のやぐらを建て

た。 

4.イザ 6:13、イザ 7:14、イザ

60:1-22、イザ 62:6-12 切り

株は残るだろう。インマヌ

エルの祝福を味わいなさ

い。この光を放つ日に、

国々からレムナントが戻っ

て来る。見張り人として立

てて、大路を造り、もろも

ろの民のために旗を揚げな

さい。 

5.使 17:1、18:4、19:8 この契

約をそのままパウロが次世

代に伝達した。 

 

□結論_祈りの力 

1.みことば刻印 

2.メッセージとして来ると

き、根をおろす。 

3.伝達者-メッセンジャーとし

て立つので体質になる。 

□序論 

1.隠れたやぐらがなければならない。 

現れるやぐらもあってこそ旅程、道しるべを行く。最も重要な答えが癒やしだ。 

宣教やぐらを建てるのだ。行かずに公務員どうしでつながることができる。行

くとしても、こちら側に入り込むのが一番良い。 

2.証拠 

1)モーセ、ヨシュア、カレブ 

2)ダビデが公務員なのにペリシテを止めた。 

3)オバデヤが預言者 100人を隠した。 

4)ダニ 1:8-9 ダニエルとその同僚は公務員だ。答えが与えられたので、王とほ

かの国に影響が及んだ。 

5)コルネリウス、ナルキソの家の人々、テオフィロがローマ時代のとき、公務

員だった。これくらい用いられる重要な地位にいた。 

□本論_どんなやぐら? 

1.24奥義 

1)見張り人-どこにいても大丈夫だ。 

2)専門性-多くの人をやぐらで生かさなければならないので 

3)未来性の奥義を与えられる。そうすれば、ほかの人を生かすことができるよ

うになる。 

2.25奥義-皆さんが持っている実力では人々を生かすことはできないから 

1)霊的背景-御座の背景 

2)霊的問題-特別な人物、隠れた霊的問題がある。助けなければならない。 

3)霊的癒やし-勉強できる人が霊的にはとても弱くなることがある。ダニエル

がネブカドネツァル、ベルシャツァル、ダレイオス王の前で霊的癒やしをす

べてした。 

3.永遠の奥義-弟子が永遠のこと、記念碑、奥義だ。 

1)癒やし-サミット 

2)記念碑を建てなさい。公務員である間に。神様がこの答えを与えてくださる

ことになっている。 

3)ロマ 16:25-27 皆さんに空前絶後の祝福あるのに、私が見つけていないだけ

だ。残りの人生に神様が隠されていることを与えられるだろう。 

(RT7)ほとんど公務員や、公務員を相手にした。それでこそ、国を生かして、世

界福音化するので。ところで、これを(序論)持っていたし、記念碑的な答えを

残した。 

(Iテサ 2:19)皆さんが天国に行けば皆さんが伝道して救われた人が永遠にある

冠だ。公務員は正しい弟子ひとりを立てるのだ。 

□結論_３集中(サミット タイム)を持ちなさい。 

朝-無条件に力を受けなさい。昼-確認できる。 

夜-することに編集、設計、デザインすれば 300%が出てくる。 

時間当り 10 分ずつ-時間ごとに座らずに 5 分だけしてみなさい(椅子に座った姿

勢)。スクワット、腕立て伏せをして、5分長くからだを生かす呼吸をしながら 7･

7･7祈りの中で。 

(根源)を生かしなさい。時間当り 5分でも運動、祈り、呼吸をしなさい。 

 

 

 

△散らされた弟子たち/第 12 次世界公務員宣教大会/7∙7∙7 のモデル 23 
公務員の子どもたちを生かしなさい(ルカ 23:28) 

1.使 17章 1節 18章 4節 19章 8 節 

:流浪の民を生かす未来準備(会

堂) 

 

2.イエス様が「わたしのために泣かず

に、あなたがたの子どものために泣

きなさい」滅亡時代準備 

3.237-5000 準備 

最後に、なぜ奴隷に行った

のか。なぜ捕虜に行ったの

か。なぜ流浪の民時代を作

ったのか。237-5 千種族に備

えなさい。 
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2025年 7 月 6日 週間祈りカード 

△区域メッセージ第 27 週/3 部わざわいを止める神様のやぐらを建てなさい 

ピリポ・カイサリアとユダヤキリスト教のわざわい(マコ16:13-20) 

△聖日１部/収穫感謝祭 

収穫祭の成就(使 2:1-4) 
△聖日２部 

次世代のための私たちの時刻表(マタ 27:25, ルカ 23:28) 

今、知識、科学、金融はずっと発展しているが、霊的には難しくなっ

ている。精神疾患者、各種の依存症患者が多く、さらに子どもたちも

自殺している。ある子どもは、夜に金縛りにあい、悪霊が見えて、あ

る学校では 40%が薬を飲んでいる。そして、賢く立派なユダヤ人は次

世代がとても困難を受けたが、その理由が何だろうか。 

□序論_わざわい 

1.原罪-このためにすべての問題がみな来たのだ。原罪は神様を離れた

ことだ。 

1)創 3、6、11章-エデンの園で起こった。力を受けると思ったが、

ネフィリムになり、成功すると思ったが、バベルの塔をずっと築

いている。 

2)使 13、16、19章-もがいて宗教を作り、偶像崇拝、お祓い、占い

をするのだ。 

3)未信者状態-ここに完全に陥って出て来ることができない。 

2.救い-解決策がないので、神様がキリストを約束された 

1)信仰-イエス様が「あなたの信仰のとおりになるように」 

2)恵み-救われたことは恵みで受けたこと。恵みは私たちが作るこ

とはできない。 

3)聖霊-神様が私たちの信じる者には聖霊を与えると約束された。 

3.答え 

1)マタ 12:26-30聖霊が臨んでサタンが縛られれば神の国が臨む。 

2)マタ 12:43-45お祓いをして、熱心にするほどさらに難しくなる。 

3)ヨハ 8:44悪魔に完全に勝つことができる力を神様が与えてくだ

さったのだ。 

□本論_世界福音化 

1.預言されたキリスト 

1)創 3:15この契約を握ったがエジプト福音化が起きた。 

2)出 3:18この契約だけ握ったがエジプトが崩れた。 

3)Iサム 7:7-9ミツパに集まって血のいけにえをささげる時間に神

様はペリシテを打たれた。 

4)イザ 7:14この契約だけが伝えられたがバビロンで働きが起こっ

た。 

2.受肉キリスト 

1)癒やし-多くの人にまことの癒やしが起きた 

2)奇跡-人がとうていできない奇跡をキリストが成し遂げられた。 

3)復活-約束のとおり十字架で復活された。 

3.約束 

1)７やぐら-やぐらが変われば癒やしが起こり、サミットになる。 

2)７旅程-御座の旅程を進んで世界福音化されると約束された。 

3)７道しるべ-これを建てて次世代を生かすのだ。 

□結論_マタ 16:20 

あなたは生ける神の子キリストですと告白したところ、イエス様がと

ても大きな祝福を与えてくださった。そして、まだだれにも話しては

ならないと言われ、オリーブ山に呼んで地の果てまで証人になると言

われた。その理由は、私たちが受ける答えと体験があるためだ。 

□序論_初穂の刈り入れの祭(収穫祭)は根源の癒やし、根源的な力を得る

こと 

1.根源を癒やす三つの祭り 

1)過越祭-この祭りを守るとき、霊的状態の根源が癒やされる。 

2)五旬節-この契約を味わうとき、根源的な力が生じる。 

3)仮庵祭-御座の背景を味わうとき、根源的な背景が生じる。 

2.今、味わうべき五旬節-ただ 

1)人を生かす流れを握りなさい。 

2)制限的集中、選択的集中、ワンネス集中をしなさい。 

3)受容、超越、答え 

3.毎日味わうべき五旬節(聖霊の満たし) - 神様がくださる根源的な力を

得る集中 

1)40日集中 

2)10日集中-マルコの屋上の部屋に五旬節の働き 

3)これが初穂の刈り入れの祭り（収穫祭）、五旬節 

□本論 

1.世々にわたる前からあった約束-世々にわたる前から働いておられた三

位一体の神様 

1)どんな状況でもだまされないで根本的な答えを与えたヨセフ(創

41:38) 

2)ホレブ山で力が働き、杖一本で世界を動かしたモーセ(出 3:1-20) 

3)根源的な、創造的力が臨んだサムエルとダビデ(Iサム 3:19、16:13) 

4)霊の二倍の分を求めたエリシャ(Ⅱ列 2:9) 

5)バビロンに行った人々 

2.イエス・キリストがくださった完成された約束 

1)ヨハ 14:1-4、16-17心を騒がせてはならない。助け主聖霊が永遠に

あなたがたとともにおられる。 

2)ヨハ 14:26すべてのことを悟らせてくださる助け主聖霊 

3)ヨハ 16:13真理の中に導き、これから起こることを分からせてくだ

さる聖霊。 

4)使 1:8(やぐら、旅程、道しるべ) -ただ聖霊に満たされれば力を受

けて地の果てまで行くようになる。 

3.マルコの屋上の部屋で成就した約束(使 2:1-4) -風のような炎のよう

な力を体験(確信) 

1)人が変わったペテロ(使 3:6、4:12) 

2)コルネリウス(使 10:1-48) 

3)聖霊の働きで根本が癒されたパウロ-聖霊の導き、聖霊の働き、聖

霊の実(ローマを生かすこと) 

□結論_どのように? 

1.信じるときに働きが起こる。 

2.みことばを握るとき、働く(ヘブ 4:12、イザ 40:8、ヨハ 1:1) 

3.24 

1)祈り 24-朝(力)、昼(答え確認)、夜(300%準備) 

2)運動 24 

3)呼吸 24 

 

公礼拝は私を癒やして、行くべき現場を癒やし、未来を癒やす時間 

毎日味わうこと-3集中 朝(すべてを回復)、昼(確認)、夜(300%作品作る時間) 

時間ごとに味わうこと-根源の癒やし-根源的力を得ること 

主日-すべての信徒-力、癒やしを受ける時間 

次世代に福音と祈りの力が何かを確かに知らせなければならない。これを準備す

ることが私たちの時刻表だ。この力を持って外に出て行けば、世の中を生かす主

役になる。 

□序論_至急 

1.先進国の本当の問題(霊的無知) 

1)サタンが作った落とし穴 2)暗闇文化を作る枠 3)罠 

2.5000 種族が持っている本当の問題(衣食住) 

3.世界教会の問題-復興(生存) X 

△このようなことをしていてはいけない。三つの庭を作ってレムナント、多民

族、病んでいる者が来て恵みを受けなければならない。金土日時代を開いて、

根源的癒やしが起こらなければならない。黙想時代を開いて次世代を生かさな

ければならない。 

□本論 

1.大人たちが先に答え受けなければならない。 

1)創 37:11契約を持っているレムナントと時代を生かす契約が心で通じなけ

ればならない。 

2)出 2:1-10危機のとき、ヨケベデがモーセを置いてどんな心で祈っただろう

か 

3)出 18:1-27 危険だと知っていても、モーセのためにいのちをかけたイテロ 

4)ヨシ 2:1-16 正確な契約だけ握れば働きが起こる。 

5)I列 18:1-15 100人のレムナントを隠したオバデヤのように決心しなさい。 

6)使 17:1、18:4、19:8 重要な人を連れて会堂へ 

△レムナントが来て根源的癒やしを受けて、根源的な力を得て、やぐらを建てて

出て行くように準備しなさい。 

2.RTに最も必要なことを伝達しなさい。 

1)使 17:1 「キリスト」 -永遠の前におられたキリスト、受肉されたキリス

ト、復活されたキリスト、再臨主として来られるキリスト、さばき主とし

て立たれるキリスト 

2)使 18:4 「安息日」祈りの力を分からせて送り出しなさい。 

3)使 19:8 世界福音化、答え-御座の力を分かってこそ未信者を生かすことが

できる。神の国を分かってこそ答えを受けることができる。神の国のこと

を分かってこそ実ができる。皆さんが答えを受けて世界を変化させなさ

い。 

3.300%主役になるようにして送りなさい 

1)祈り 300% - 24、25、永遠  2)職業 300% -ただ、唯一性、再創造 

3)伝道/宣教 300% -聖霊の導き、ネフィリムを止める聖霊の働き、聖霊の実 

△行けば神様の祝福が確認できる。困難が見えれば真の答えが隠されている。 

□結論 

使 1:3 40 日-刻印を変える  

使 2:1-47 マルコの屋上の部屋で受けた答え-根を変えること 

会堂-体質を変えること 

 


